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１．研究計画の概要

スポーツにおけるトレーニング現場では、

これまでに“けんけん”（移動を伴う片脚連

続跳躍）を一般的及び専門的トレーニングと

して頻繁に用いてきた。しかし、トレーニン

グ指導書の中で片脚連続跳躍を具体的にど

のような速度で、どのような脚動作で実施す

べきかを論じたものはない。またジュニアを

対象とした片脚を左右交互に接地する跳躍

（バウンディング）と疾走動作や速度との関

連性を検討する研究は少ない。

よって本研究ではジュニアを対象として

片脚連続跳躍（左右交互脚接地を含む）と疾

走パフォーマンスとの関連性を検討するこ

とを目的とした。

２．研究の進捗状況

研究申請時点から研究環境が大きく変わ

ったため、進行状況は大きく遅れている。

しかし得られたデータは、非常に興味深い

ものであった。跳躍トレーニングがスプリン

トに関連性が深いという結果が得られた。

今後のトレーニングを行う上で基礎的な資

料になると考えられる。

３．現在までの達成度

現在までの達成度（60％）はまだ十分とは

言えない。しかし、最終本年に結果を示すこ

とができるようにしたいと考える。

４．今後の研究の推進方策

ジュニアにおける各種跳躍動作と疾走パ

フォーマンスの検討を行うことや女性にお

けるデータの収集が必要であると考える。

データ分析を研究代表以外に分析をお願

いし、データ算出の効率化をする必要がある。
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